
（夢用号）
轟
君
義
の
繕
果
決
定
し
た
。

新棲石府和包丁と牢望月す・月‘r（喜）

．
ポ
イ
ン
ト
↓
明
慧
腹
が
期
待
さ
れ
る
。

∇
曇
司
考
陸
上
車
戊
都
主
将
。

智
彦
の
因
を
成
す
。

∇
憩
賃
看
河
村
、
村
田
宅
宕
兵

に
講
耶
欝
の
ホ
ー
プ
。

∇
署
瀾
一
義
看
蓋
の
中

心
刀
。

∇
巻
港
厨
君
弁
論
、
学
習
黍
嚢

と
し
て
多
忙
姦
め
た
存
在
だ
っ
た
。

∇
村
田
健
君
高
校
音
楽
大
会
で
の
独

唱
と
奮
た
っ
た
］
人
の
ソ
ロ
）
音

楽
部
膏
。

∇
田
基
革
由
圭
、
後
半
墜
綾

金
の
轟
違
っ
て
題
し
た
。
学
業

穿
。学

力
コ
ン
ク
ー
ル

掌
日
報
杜
壷
、
墓
、
岩
教

組
、
憂
後
援
の
吉
男
重
力

コ
ン
ク
ー
ル
は
一
月
土
【
藁
膵

義
軍
一
撃
－
凄
川
で
行

わ
れ
た
。
本
校
嘗
作
年
の
重
義

の
六
土
ハ
名
が
仏
領
州
し
た
が
、
〓
A
Q

・
穿
寿
君
、
三
の
墓
穴

嘗
讐
扉
上
位
蓉
レ
た
。

慶
應
高
を
破
り
三
他

国
体
遠
征
ホ
ッ
ケ
ー
部

盛
岡
高
を
九
対
一
と
裁
呑
障
れ
の

署
零
し
た
棄
ッ
ケ
ー

都
は
一
月
二
十
五
日
か
h
歳
末
県
日
光

町

に

於

竃

体

ス

ケ

I
h
大
会
に
日
暮
、
一
回
戦
で
穿
－

ル
東
京
悪
妻
）
菟
封
丑
で
放

っ
た
が
三
豊
で
苫
小
牧
に
二

十
六
封
U
で
蚕
レ
花
。
三
位
決
定
戦

せ
は
香
で
神
奈
川
贋
常
磐
最

八
戸
に
完
改
野
靴
．

聖
回
東
北
水
上
競
盛
事
樺
大
会
は

軍
手
、
宮
城
、
膏
森
の
代
表
潜
幸
七
十

余
考
研
参
山
し
て
一
月
十
四
日
八
戸
市

長
僻
ノ
ン
ク
で
行
わ
れ
た
。
本
校
は
合

曙
と
二
日
前
の
試
合
の
疲
労
の
た
め
闇

露
わ
す
封
封
じ
で
敗
れ
た
。

W

 

P

 

E

F

 

D

 

G

【
評
】
体
刀
、
技
丑
に
放
て
一
日
の
長

が
あ
る
寵
濠
は
始
め
墓
を
楽
に

運
び
そ
れ
『
玩
え
東
京
が
混
成
チ
ー
ム

で
あ
る
泥
め
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
亀
府
が

あ
旦
こ
れ
鼻
み
に
つ
い
で
各
点
を

重
ね
た
。

▽
二
回
戦
．

■
㌃
｛
描
甘
牧

【
評
】
第
一
冒
オ
ド
α
K
石
川
が
ス

テ
ヮ
ク
で
叩
か
れ
下
膚
に
妄
ン
チ
の

篭

居

を

冨

し

早

く

憂
患
笛
せ
た
。
準
じ
て
北

・
海
道
紅
茶
校
に
チ
け
ン
ス
董
一

男
簡
蜃
亀
め
、
．
雪
目
の
チ
ャ
ン ス

も
P
W
と
D
F
の
コ
ン
ビ
が
琴
轟

放
し
た
。
習
W
北
軍
立
花
、
D

℡
帯
橋
等
は
良
く
洋
塩
し
て
し
ば
し
ば

苫
小
菅
お
ぴ
や
か
し
た
。

【
巴
肇
の
チ
ェ
ン
ジ
メ
ン
バ
ー
の

不
足
と
脚
刀
歪
に
つ
け
込
み
塗
丁
反

撃
が
曹
革
と
点
差
で
故
曳
二
定

を
確
保
し
咤

〃
宿
敵
±
鹿
″
を
軽
く
屠
る

県
下
ス
ケ
ー
ト
選
事
績
大
全
琶
体
選

こ
っ
金
耽
ち
び
に
東
北
ス
ケ
ー
ト
大
会

予
選
は
一
月
十
三
日
粟
の
轡
ン
ク

で
行
わ
れ
宅
昨
年
三
対
一
と
盛
璽
一

声
陰
匿
レ
た
杢
讐
ノ
ー
ム
ば
等
年

こ
そ
は
‖
』
の
意
気
も
払
す
ご
く
夏
か

ら
『
専
牧
』
轟
レ
て
盗
堺

習
巌
ん
蓑
菅
、
盛
岡
一
帯

を
9
対
1
と
琴
ヽ
欝
、
膵
年
の
雪
層

雲
工
照
…
T
裔
嘉

野
川
銅
8
8

原
田
花
藤
遜
即

席
北
豪
商
剖

博削8
i熟娼88

P

W

 

D

F

 

d

豆

第
一
ピ
ガ
オ
ド
本
便
り
爵
北
田
の
パ

ス
鳥
嘗
め
る
轟
竜
骨

も
北
田
究
ス
喜
旦
穿
立
花

妾
を
プ
ル
竺
点
且
、
・

第
二
ピ
タ
オ
ド
つ
諒
造
化
の
シ
ン
グ

ル
・
欄
テ
ル
で
」
点
邑
－
毒

は
基
質
が
デ
ル
前
鞍
を
1

点
、
蒼
茫
北
田
の
ロ
ン
グ
シ
ュ
も

立
花
、
層
墓
巽
ス
を
寧
レ
雪

て
2
点
で
こ
の
画
大
食
5
点
蔓

t
高
D
野
蚕
1
点
を
る
ぐ
。
一

琴
平
汀
ノ
オ
げ
′
鼻
商
噂
の
セ
ン
タ

l
●
ゾ
ー
ン
よ
幻
の
ロ
ン
グ
シ
ュ
ー
ト

が
は
ね
か
え
っ
虎
と
こ
ろ
量
化
が
決

め
止
め
の
一
点
を
調
最
。

峯
の
東
北
水
上
大
会

甚
一
回
悪
果
北
水
上
聾
歪
は
牙

リ
ン
ピ
ヅ
ク
低
欄
を
ま
じ
ー
是
泉
の

．
粗
鋭
〃
革
ナ
墓
肇
が
蓼
即
し
て
一

月
十
二
三
の
両
日
壷
巳
半
温
泉
プ
ー
ル

で
挙
行
さ
れ
た
。

○
…
予
選
…
〇
一

∇
育
㍍
自
男
型
B
組
砂
金
措
1
分
川

砂
6
D
組
⑳
川
辺
E
等
小
野
蓄
細

星▽
五
十
㍍
背
泳
8
果
○
村
井
％
砂
6

0
鼠
◎
村
井
健

∇
四
百
㍍
白
田
型
B
組
○
雷
5
分

5
1
秒
8

▽
吉
尾
丁
泳
ヨ
親
の
磯
崎
0
親
⑳
長

谷
川
D
組
○
菅
田

∇
二
琵
肌
自
由
型
D
姐
や
小
野
寺

∇
考
音
義
最
A
穿
井
B
風

合
村
井
1
分
却
替
り
天
金
瀞
）
0
温

◎
照
井

○
…
決
勝
・
：
○

∇
五
十
㍍
湖
尻
㊥
村
井
3

6
秒
2
．

二
十
五
年
記
念
校
内
対
伍
フ
グ
ピ
ー
夫

虫
堅
月
二
十
四
日
か
空
一
品
全
中

学
、
全
高
一
、
帯
二
三
各
ク
ヲ
ス
が
参

加
し
て
行
わ
れ
三
年
0
寵
が
優
勝
し
た

二
号
一
0
3
日
0
0
－
皇
孝

二
音
読
〓
0
0
一
基
璽

元
来
予
蓮
汁
蕎
硬
ス
ポ
ー
ツ
の
展

望
頃
同
日
急
に
な
る
か
ら
だ
ろ

う
が
思
慕
外
が
あ
っ
盲
ま
ぁ
ま
参
と

し
て
各
部
に
慧
予
賢
診
し
た

ま
壷
可
能
の
都
の
筆
頭
は
冒
他
共

に
撃
所
の
模
式
野
球
部
が
あ
る
。

新
竜
宮
l
嘗
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
亀
始

し
た
が
掠
り
る
の
昧
小
笠
原
、
清
見
、

阿
部
空
ろ
新
毒
口
田
を
中
心
と

し
て
帯
佼
球
児
憧
れ
の
酌
で
あ
る
田
子

園
怠
学
し
て
い
る
。
至
宝
小
武
万
は

健
彗
打
撃
面
什
猿
化
さ
れ
壷
質

北
里
そ
れ
に
雫
の
胃
田
、
柴
田
、

チ
ャ
ン
ス
ボ
ー
イ
神
川
、
多
苧
有
坂
貞

川
、
川
村
、
鷺
佐
藤
に
リ
リ
ー
フ
遼

寧
と
新
入
の
余
地
は
な
い
。
宕
粟
金

持
代
か
左
翼
新
聞
に
肱
泳
が
れ
て
い

亀
か
、
昨
年
の
一
高
の
前
例
も
あ
る
の

で
撃
雪
轟
レ
義
垂
。

体
操
部
は
統
合
二
位
に
甘
ん
じ
た
が

今
年
は
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
村
上
以
重
責

チ
ー
ム
の
聾
．
中
学
ふ
笛
良
沢
先

生
の
指
導
を
得
て
良
選
手
得
る
こ
と
が

出
来
る
の
で
今
等
発
展
。
演
奏
は

小
森
だ
咤
好
上
、
管
茶
、
惑
、

ン
が
抜
け
る
の
は
僻
事
だ
が
今
告
盈

半
は
新
主
将
重
丑
佐
々
董

硬
ラ
グ
ビ
ー
界
の
古
等
壷
偶
、

外
川
、
馨
れ
に
新
入
群
小
曽
根
が

中
心
と
な
乳
一
年
以
下
で
戦
っ
て
来
た

の
で
県
下
優
等
中
の
随
一
で
あ
る

．
雪
t
t
I
≡
弓
．
j
雪
盲
j
－
冒
雪
】
考
弓
盲
j
芸
等
竜
一
篭
■
1
．
一

総
合
優
勝
ぬ
可
能
か

来
年
炭
俵
育
展
望

遼
藤
そ
れ
に
中
三
の
小
林
が
遍
を

待
さ
れ
る
。
全
国
大
奉
じ
何
位
に

む
か
が
親
株
の
中
心
。
さ
て
二
年

を
嘆
い
た
ラ
グ
ビ
ー
部
は
伝
統
あ

な
の
で
相
当
風
当
の
も
強
か
っ
た

年
度
r
芝
轟
ば
れ
そ
う
。
空
白
、

藤
沢
、
上
田
、
塗
糞
丁
意
と
ぺ

商
枚
だ
け
に
陰
っ
て
欲
し
い
。

排
球
部
も
期
待
さ
れ
る
貰
。
送

る
の
は
上
川
、
容
琴
立
花
、
ガ
上
世

が
さ
し
憂
い
。
鮪
静
一
定
、

の
コ
ン
ビ
は
絶
対
、
▼
こ
と
に
新
妻

評
の
キ
ル
は
県
下
て
藤
沢
、
磨
慮
と

共
に
今
年
皐
義
め
に
す
象

だ
雪
。
隆
義
技
理
知
昧
な
ぼ
け

に
星
た
ぬ
が
今
年
簸
金
串
仝
昔

日
接
と
し
へ
打
崩
最
高
を
め
ざ
し
て
い

る
。
終
威
後
こ
の
方
の
哲
人
博
と
ば
か

カ
す
こ
ぶ
る
暮
荒
い
。
部
最
小
数

の
た
め
下
慧
点
し
て
く
れ
る
の
が

．
な
く
て
鷲
と
云
う
す
こ
ぶ
羨
ま
し

い
話
。
抜
け
る
法
穿
、
謹
背
け
。

優
卜
N
O
I
の
指
定
職
佐
喝
椚
．
窟
中

川
、
砲
丸
署
喝
花
形
甲
阪
蘭
泥
j
u
そ

の
他
菊
池
、
穿
、
武
田
、
及
川
、
長

谷
川
、
寡
と
ペ
ス
ト
メ
ン
バ
ー
な

揃
え
て
い
る
。
新
主
将
は
中
川
。
水
泳

部
は
村
井
兄
弟
を
中
心
と
し
て
白
田
型

藻
、
苫
田
、
平
泳
石
田
、
背
泳
照
井

は
入
養
。
そ
れ
に
蜜
柑
．
小
琴

書
聖
佐
々
木
、
涙
、
長
谷
川
が
居
る

冒
イ
キ
百
に
鼻
音
久
慈
苗
と
娃
且

角
の
試
合
を
す
る
』
と
卒
業
の
阿
部
主

将
温
習
て
い
る
．
籠
球
封
は
加
藤
、

河
村
、
村
田
が
卒
兼
す
る
の
で
今
年
以

上
の
音
韻
什
蕪
琶
主
力
は
苫
田
塞

）
市
田
、
苫
田
（
弘
■
町
野
学
の
名
選

手
久
慈
が
暮
蕩
、
万
雪
面
確
保
か
。

義
認
は
小
沢
、
村
上
が
悼
ま
れ
る

も
の
の
下
河
原
は
今
年
度
は
県
下
ベ
ス

ト
S
か
そ
れ
に
寧
日
に
中
学
空
盛
事

で
今
年
は
A
ク
ラ
ス
。
魔
球
邪
は
雪

不
足
で
パ
ッ
と
し
な
か
つ
た
が
卒
業
は

木
下
だ
げ
坂
下
、
曹
組
に
中
三
か
ら

肌
わ
る
が
実
力
は
末
鮒
薮
。
新
主
将
は

木
下
弟
。
壷
部
は
県
下
唯
一
人
の
三

年
撃
角
瞥
毒
し
て
全
部
レ
ギ
ュ
ラ

ー
藁
。
．
彼
に
佐
々
木
、
大
牢
が
中
心

と
な
っ
て
再
選
に
努
刀
し
て
い
る
二
一

位
哲
構
保
出
来
る
か
が
関
心
の
約
で
あ

る
。
警
殻
河
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー
は
全

都
卒
業
。
試
嘉
険
の
あ
る
の
は
工
藤



く算26号）

．
い
快
圃
ホ
ッ
ケ
ト
演
げ
を
が
征
覇

泰
車
療
養
壱
亘
わ
．
る

桜　薪　鵬1、描か糟妙齢凋、
壊
雲
怠
っ
て
い
衰
・
水
泳
帯
は
冬
期
社
迎
え
て
シ
ー
ズ
ン
・
オ
フ
に

入
力
、
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
花
形
ス
キ
ー
、
ス
ケ
ー
垂
レ
て
来

た
今
雷
最
上
は
高
稔
に
於
て
別
様
予
準
掌
ガ
苛
々
開
傭
さ
れ
る

蕪
で
あ
る
。
こ
の
彗
最
後
の
仕
上
げ
に
椰
命
の
ホ
ッ
ケ
塞
し

て
み
屯

今
：
膵
薫
の
盗
朋
は
何
と
い
っ

て
も
都
鶉
の
不
足
が
原
田
し
て
い
た

が
本
憲
は
滞
し
く
七
名
な
迎
え
て

一
段
と
部
内
の
空
気
を
は
つ
ら
つ
化
．

さ
せ
て
い
る
。

斉
八
〇
鼠
の
佐
蒲
は
志
学
か
ら

観
泳
邁
事
績
大
会

孝
一
回
県
下
秋
季
嘲
泳
曇

呼
〓
旦
一
首
、
奄
戸
平
温
泉
ブ
ー
ル

に
て
県
下
二
十
校
、
そ
の
他
．
一
般
胃
名

が
蓼
加
し
三
隅
伸
さ
れ
、
五
校
は
灰
の

機
壮
挙
収
め
た
。

∇
四
胃
㍍
日
田
型
0
八
軒
等
宏
鼻

別
砂
U
e
青
田
雪
男
砂
4
●

金
彗
芙
亡
風
化
謬
U

∇
首
足
H
胃
垂
e
小
野
寺
宏
l
牙
7

秒
且
冨
藤
一
東
天
1
分
7
秒
人
血

轟
寒
天
1
分
9
秒
U

∇
二
百
艶
靴
〇
度
公
用
久
勺
分
‖

砂
U
露
贋
文
鼻
1
7
秒
U

∇
豪
．
e
粕
井
苧
分
琴

星
l
叶
2
6
秒
4

の
艇
何
重
苓
嘉
川
も
、
大

い
に
期
待
違
い
で
い
る
ー
ま
た
作

華
美
義
旗
、
佐
々
木
、

寧
富
岳
に
、
D
℡
に
墜
払
化
、
角

掛
、
中
蓋
え
、
体
力
も
良
く
カ

′
－
ド
と
し
で
零
れ
て
い
る
の
両
立
丁

黒
の
旺
盛
喜
霊

力
毒
し
よ
も

こ
墓
に
董
軍
に

一
篤
稔
、
申
有
（
哲
、
畏
内
の
机
．

W
l
呼
が
あ
る
。
中
村
（
耕
）
は
ス
ケ

ー
ナ
イ
ン
グ
に
－
段
の
要
義
L

F
W
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
に
譜

を
集
中
し
て
い
る
。
D
℡
老
巧
中
村

完
）
に
配
す
る
に
誓

っ
て
し
、
虚
実
な
ガ
L
F
誓
発

揮
す
る
だ
ろ
う
が
、
体
刀
と
脚
刀
の

養
成
に
言
切
研
究
と
機
誉
奏
す

る
。
塗
竿
三
名

．
．
（
オ
ー
ル
・
ナ
イ
ン
）

弼
腔
摘
紺
…
．

l

r

t

一

－

、

．

t

W

 

F

、

甘

　

　

．

　

　

D

？
・
コ
ー
チ
に
底
往
年
宕
中
田
金
酔
代
l

を
曹
届
書
五
鼠
の
絶

壁
持
つ
祭
蒼
厨
氏
姦
慣

れ
鮎
謂
謂
招
待

卜
仕
草
糞
体
と
す
る
ラ
ン
ニ
ン
グ

璧
籍
等
、
体
力
嘉
る
か
た
わ

ら
ル
ー
ル
、
傲
法
の
研
究
ち
ー
シ
ー

ズ
品
の
ト
レ
ー
l
′
茅
に
雪
等

写　真　説　明

征礪を自稽して斗虐粛々のホツサー主力堰手叩く中央　部曇
日野昂先生を臣lんで）　－

薗
く
。
そ
れ
一
義
雲
間
、
ガ
富

も
萌
手
と
か
け
っ
こ
考
し
て
い
る
．

が
、
崖
で
嘗
八
毒
皇
軍
瓢

校
と
吾
行
う
ー
い
る
。
・
J

○
；
寺
幕
の
茶
庭
は
警
刀
な
い
と
し

て
も
ホ
ー
ム
リ
ン
ク
（
篭

の
貨
が
不
可
能
な
こ
と
は
、
昨
年

席
の
雷
障
、
射
凛
空
席
蝕
に
日
磯

姦
き
、
攻
防
轟
の
研
究
春

で
い
る
ー
構
、
悪
意
に
尽
っ
√

金
手
の
主
な
初
枝
は
沢
の
速
乾

や
号
外
牽
蒜
、
慧
査
（

言
上
旬
、
於
高
松
響

∇
合
口
喬
校
遭
手
綱
大
金
二
月
二

十
四
1
二
十
六
日
、
於
苫
小
牧
市
）

∇
国
体
ス
ケ
ー
ト
大
金
二
月
二
十
八

－
三
十
首
、
於
札
幌
市
）

中
村
（
哲
圭
鱈
睨
扇
穐
高
、
熱

烈
窓
前
心
と
偉
力
に
よ
っ
て
部
の
統

雷
曹
軍
曹
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
．

良
世
の
で
喋
の
曹
持
し
た
い
】

準
決
勝
で
惜
敗
東
北
大
県
悪

東
北
葉
芽
探
査
は
玉
か
十

月
十
、
十
一
畳
帯
豊
美
轟

・
鯵
で
開
か
れ
、
重
の
玉
楼
は

一
回
耶
堤
蓋
岡
と
対
闊
し
、
こ
れ

真
一
肩
盲
磨
り
中
也
除
に
助
産
め

た
が
、
盛
花
Q
貫
は
有
利
な
体
勢

で
本
校
は
五
回
ま
で
無
得
点
に
制
え
で

い
た
が
替
竺
宍
U
で
敗
れ
た
寸

．
太
田
杯
を
重
く

歪
球
は
寺
皐
月
十
「
十

量量量＝ち蓋蓋賀買字義芸三言慧憲昏蓋、・老患撃で苺の肇、

≡
≡
…
≡
≡
享
≡
●
乍
≡
≡
≡
≡
…
≡
≡
≡
き
ち
≡
…
…
三
塁
≡
…
≠
≡
t
≡
■
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息
＝
ウ
イ
ン
身
－
ス
ボ
ト

今
仕
上
げ
に
懸
命

三
連
勝
を
め
ざ
す
ホ
ッ
ケ
ー
部

輝
か
し
義
料
の
偉
業
七
成

－
呈
げ
義
、
整
転
連
勝

の
旺
媚
裏
紙
首
、
京

急
草
透
写
妄
－
ズ
ン
．
オ
フ
と

育
、
ま
す
主
筆
ス
ポ
ー
ツ
の
花
形

ス
キ
ー
、
ス
ケ
ー
ト
の
シ
ー
ズ
ン
と
な

っ
た
。
モ
塾
葡
馨
は
こ
れ
－
冶
細
を

笥
持
さ
れ
る
二
つ
の
痴
な
断
れ
、
そ
の

嬢
習
荘
や
ら
抱
負
を
尋
ね
て
み
・
彗

▼
ス
ケ
ー
畠
・
督
ケ
ト
等

ス
ケ
ー
ト
虚
は
二
、
毒
前
蓋
濾

水
ツ
ケ
1
脚
絆
か
♪
患
っ
た
ら
何
時
の

ま
に
や
ら
ス
ピ
ー
蓋
声
菅
伊
、

今
媒
岸
甲
と
の
蓼
（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

は
体
つ
く
豊
島
と
し
て
杭
雄
や
樺

の
コ
藩
は
挙
石
も
む
と
資
の
給

と
さ
っ
モ
く
今
年
の
特
徴
麟
l

叫
で
す

か
点
り
込
町
と
、
触
手
†
ヅ
プ
テ
ン

勺
そ
や
や
チ
†
ム
・
ワ
ー
ク
毒

す
な
し
塵
っ
と
芋
九
、
つ
づ
い
て

て
さ
か
す
る
に
は
【
曇
－
決

勝
義
由
た
尊
の
あ
る
の
ば
ホ
ッ
ケ
ー

嬰
ル
け
零
ら
ち
そ
れ
に
を
大

挙
に
晶
っ
た
っ
た
か
急
－
と
い
え

ば
、
モ
墨
十
玉
名
の
欄
賞
ロ
を

揃
え
て
T
ん
だ
、
ん
だ
】
そ
れ
何
時
の

零
す
か
と
ひ
れ
は
r
二
十
年
ぐ
ら
い

前
だ
っ
た
か
き
い
や
墜
舌
い
静
し

な
引
っ
ば
少
出
し
電
ん
で
す
な
。

シ
ギ
ユ
ヲ
ー
は
掘
、
佐
人
茶
番
、

凛
膿
、
轟
、
淵
八
、
曾
ハ
歪
、

と
作
革
む
卒
業
墜
一
蚕
の
苫
執

念
琴
姦
智
呈
雷
、
加
え
て
l

の
は
農
園
の
皮
誓
っ
て
姦

る
展
は
募
ろ
う
と
銭
著
の
感
胤

つ
い
で
に
安
生
畳
せ
て
も
ら
っ

た
が
、
あ
せ
く
さ
い
こ
と
、
あ
せ
く
さ

い
こ
と
、
お
ま
け
に
鼠
苛
め
か
っ
も

や
な
等
は
上
を
人
蛋
く
ご
と
に

妻
皇
盲
、
款
へ
帰
っ
た
轟
を

洗
わ
に
や
。
孟
有
は
部
員
一
同
の

一
盈
集
い
豊
ら
れ
て
い
と
ま
基
う

た
．▼
ス
ケ
ー
ト
雄
、
ス
ピ
ー
ド

∇
ス
キ
ー
筍
▼

作
揮
墓
＞
串
彗
括
れ

に
あ
い
ま
し
忘
薙
豊
苛
し
た
。
で

も
泉
今
年
は
た
く
さ
ん
降
る
そ
眉
ず

か
ら
御
筆
心
な
さ
い
。
た
登
ノ
ダ
塵
ト

鯖
若
か
少
な
事
で
す
。

あ
ま
劇
は
っ
と

し
な
か
っ
た
が
、

ス
ピ
ー
け
鹿
の
艇

崖
は
昨
年
、
金
目

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
仁

義
粧
し
た
由
、

今
年
は
と
っ
て
二

才
。
賭
幕
が
め

て
う
ん
う
ん
い
い

な
が
ら
ス
ペ
ル
か

つ
こ
う
を
し
て
い

る
．
毎
だ

ナ
伺
伊
の
よ
毒

す
な
。
違
楓
た
く

ま
し
皇
刀
よ
。
長

・
申
・
頑
距
離
と

そ
れ
ぞ
れ
メ
ン
バ

▽　　　　∇　　∇滝田回
差二度妻＝蓮二亮賎業摺蓉

つ
島
の
方
の
心
賦
噂
毒
見
こ
だ
る
．
と
塔
嶺
れ
寧
ざ
る
か
巧

慧
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冬
期
ス
ポ
ー
ツ
の
撃
、
ス
ケ
ー
ト
泣

技
の
畢
掌
檀
大
会
否
定
予
選

墓
拳
綽
大
会
は
一
日
十
窄

十
五
日
の
二
日
間
、
書
経
の
池

タ
ン
ク
で
開
低
さ
れ
た
が
両
日
共
累
温
1

が
帯
く
、
ス
質
卜
苧
鼻
ち
に
壮

語
コ
ン
テ
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
。

蓉
数
多
な
い
ウ
ィ
ン
タ
ー
・
ス

ポ
ー
ツ
な
の
で
要
一
固
一
年
間
の
努

力
撃
し
こ
憐
癌
実
巷
よ
壷

タ
イ
ム
へ
羨
ん
で
い
っ
た
。

次

葦

の

ス

盲

巷
説
の
撃
。
1

▽
玉
藻
香
華
弘
紗
㌢
（
三

位
）
葦
紗
4
宇
位
）

▽
千
五
首
来
．
日
豊
人
身
非
紗

（
六
杜
、
紀
伊
）
武
田
昼
l
鼻
0

秒
2
（
一
位
、
総
合
七
位
）
大
田
和

夫
鼻
蕗
（
三
位
、
総
合
十
二

位
）
‥
∇
毒
素
悠
化
署

（
治
合
蛮
簑
宰
相
罪
川
静
亜

・
・
砂
奮
十
位
）

∇
一
万
釆
竹
花
由
夫
2
1
分
8
秒
3

諸
ス
ケ
ー
ト
鱒
鱒
大
草
‥
も

県
下
の
｝
ベ
ル
向
上
に
菅
戦

高
二
武
田
国
俺

（
ニ
密
）
宮
野
半
穿
簸
二

位
）
一
方
、
こ
の
日
高
稔
の
雫
の
特
設

ガ
ン
ク
で
旺
盛
筒
、
約
雷
名
の
声
援

の
中
に
蓋
常
一
帯
と
の
ア
イ
ス
ホ
y

か
ー
の
試
合
が
行
わ
れ
た
。
我
が
校
は

掘
轟
を
忠
に
礫
嘩
佐
条
ル
廃

力
諒
、
し
ば
し
は
一
高
の
ゴ
ー
ル
前

転
る
と
い
う
、
迫
力
あ
る
プ
レ
イ
を

・
夢
レ
た
警
七
亜
望
l
慣
成
れ
た

襟
牽
言
二
十
一
日
1
二
十
四
日

ま
で
の
m
冒
閲
は
金
蔓
寧
樺
六

会
が
青
葉
a
E
m
の
長
野
ン
ク
で

行
わ
れ
た
空
曹
蓋
宗
達
、
一

逐
ド
に
出
場

ラ
ッ
ク
で
は
セ
パ
レ
ー
ト
・
オ
ー
プ
ン

の
ス
ピ
ー
羞
援
フ
ィ
ー
ル
平
で
は
7

1
ギ
ヤ
ス
ケ
ー
ト
打
棒
胆
管
ノ
ン
ク
で
は

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
と
春
日
に
濫
劇
熱

戦
葦
患
毒
に
レ

ベ
ル
が
河
上
し
て
帝
乳
藩
は
何
れ

急
患
し
た
ス
ピ
ー
ド
笹
沢
の
通

少
〇
．

∇
五
首
米
日
向
政
人
飢
秒
6
違

例
で
六
位
）

∇
千
五
稟
大
田
知
育
分
8
秒

∇
五
千
米
伊
龍
国
夫
9
分
5

0
秒
人
．

五
位
）
相
島
畢
四
郎
1
1
分
3
秒
（
七

毅
共
に
さ
っ
と
一
万
を
敬

え
ス
ケ
ー
ト
錦
収
会
の
雰

事
務
た
。
こ

の
日
伊
勢
ク
隆

の
風
が
や
や
強
く
、
察
温

、
蓋
、
静
々
か

碧
酢
も
暑
く
と
い
っ
た

天
候
で
讐
よ
く
、
ス

ケ
ー
タ
ー
に
は
絶
好
の
コ

ン
ヂ
シ
ま
ン
の
も
と
、
ト

n
分
0
秒
㍑
（
四
位
）

な
■
海
竹
花
は
請
合
二

で
し
た
。

∇
－
万
米
竹
花
、

田
蕗
に
失
格

一
万
時
肌
管
ン
ク
で
抒

の
竺
回
戦
は
栃
轟

表
の
今
遠
点
儀
、

雷
裏
、

豪
嘉
る
昏
淫
等
大

会

ス

管

慧

帯

菜雲盃急毒㌶急攣考古・屋悉考査

校
の
空
首
の
全
署
畢
椙
に

藍
彗
一
十
七
日
か
重
富
問
、
前
大

会
窒
管
y
ク
誉
れ
た
り
我

が
欝
ら
は
ス
ピ
ー
ド
の
武
田
昼
一
が

惟
一
人
の
肇
と
し
て
聾
を
、

五
百
、
千
五
菜
毒
レ
く

も
失
格
し
た
。
∇
善
果
㌫
替
ヱ

七
位
）
マ
干
害
来
㌧
，
象
F
管
（

六
枚
）
。
葺
、
ホ
ッ
ケ
ー
は
例
年
の

ご
と
く
空
と
の
混
成
軍
で
皇
し
た

が
一
撃
惜
敗
し
キ

好
天
に
恵
ま
れ
鹿
牒

元
気
盆
山

中
毒
中
質
ス
亨
大
会
は
晴
天

に
恵
ま
れ
堅
百
十
四
電
菅
山
ス
キ

1
場
に
お
い
て
行
わ
れ
た
．

．
年
前
蘭
弄
舎
苦
り
豊
雷

か
和
語
の
後
若
山
に
向
っ
壷
－

若
山
革
忘
臨
、
凰
な
壷
は
一
■

尺
嘉
え
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
上
々
、

昆
軍
苧
藍
浮
上
の
清
隆
潔
が
あ
ミ　′日との




